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恩納村サンゴ礁モニタリング調査実施業務 報告書

2 事業目的

本村におけるサンゴ及びサンゴ礁の状態を、適切な手法を用いてデータとして蓄積し、継続的に把握

していくことを目的とする。

本村では、「サンゴのむらづくりに向けた行動計画(2020改訂版)」の中で「環境保全に関わる各種団

体等への支援」として「海域におけるモニタリング調査等への支援」が明記されている。あわせて「各

主体の取り組み」の項目では、一般社団法人恩納村マリンレジャー協会（以下：当協会）の取り組みと

して「リーフチェックの定期実施」が盛り込まれている。

これまでに、リーフチェックの実施に向けて人材育成講座（リーフチェックチームリーダー・チーム

科学者養成講座）を開催してきており、当協会に所属する事業所・インストラクターを中心に、リーフ

チェックチームリーダー・チーム科学者の認定に至っている。今後は、村内において自らの手でサンゴ

礁のモニタリング調査を実施するための十分な体制が整っている状況にあるので、本事業では上記行動

計画に基づき、本村の人材を活用し、継続的なサンゴ礁のモニタリング体制の構築及びモニタリング調

査を実施する。

リーフチェック中の様子2021年講座認定式2020年講座認定式
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実 施 日 2022/7/4（月）

調 査 地 もぐりん（真栄田岬近く）

T L / T S 池野正一/安部真理子

天 候 晴れ

気 温 30℃

水 温 -3m：27℃ -10m：26℃

透 明 度 -3m：20m -10m：20m

海 況 南西の風 波3→2ｍ

潮 汐
中潮｜満潮9：16（188cm）｜干潮
16：00（48cm）

実施主体 （一社）恩納村マリンレジャー協会

所属 氏名 水深3mライン 水深10mライン

ナチュラルブルー 星原 貴保 魚類 魚類

ナチュラルブルー 寺西 里恵 魚類 魚類

ナギ 稲村 雅司 ライン設置 ライン設置

ラグーン 池野 正一 ライン設置 ライン設置

一般参加 積田 彗加 底質 底質

一般参加 佐藤 佳代 無脊椎 無脊椎

一般参加 桐本 香織 底質 底質

一般参加 安部 真理子 無脊椎 無脊椎

一般参加 Guilherme sadovski 無脊椎 無脊椎

参加メンバー・調査担当基礎データ

3-1 サンゴ礁モニタリング結果（もぐりん）

使用船舶/船長

Sea研/山城正巳（前兼久漁港）
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リーフチェックレポート【底質】

サンゴ礁モニタリング結果
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恩納村サンゴ礁モニタリング調査実施業務 報告書

リーフチェックレポート【無脊椎動物】

サンゴ礁モニタリング結果
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恩納村サンゴ礁モニタリング調査実施業務 報告書

リーフチェックレポート【魚類】

サンゴ礁モニタリング結果
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恩納村サンゴ礁モニタリング調査実施業務 報告書

実 施 日 2022/11/17（木）

調 査 地 万座ドリームホール

T L / T S 稲村将司/池野正一

天 候 曇り

気 温 26℃

水 温 -3m：25.2℃ -10m：24.8℃

透 明 度 -3m：20m -10m：20m

海 況 東の風 波2ｍ

潮 汐
小潮｜満潮14：10（154cm）｜干潮
6：47（70㎝）/20：19（112cm）

実施主体 （一社）恩納村マリンレジャー協会

所属 氏名 水深3mライン 水深10mライン

ナギ 稲村 雅司 魚類
魚類
無脊椎

ナチュラルブルー 星原 貴保 魚類
魚類
無脊椎

ベリー 梶本 航 無脊椎 無脊椎

ラグーン 山本 浩章
ライン設置
無脊椎

ライン設置
無脊椎

ラグーン 池野 正一
ライン設置
動画撮影

ライン設置
動画撮影

一般参加 積田 彗加
底質
無脊椎

底質

一般参加 佐藤 佳代
底質
無脊椎

底質

参加メンバー・調査担当基礎データ

水深3m、10mラインをトレースした動画はこちらから視聴可能です

3ｍライン⇒https://youtu.be/Vrt02n3odNc

3-2 サンゴ礁モニタリング結果（ドリームホール）

10ｍライン⇒https://youtu.be/SQoohTRVR8c

使用船舶/船長

美千/銘苅宗一（恩納漁港）
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リーフチェックレポート【底質】

サンゴ礁モニタリング結果
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リーフチェックレポート【無脊椎動物】

サンゴ礁モニタリング結果
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リーフチェックレポート【魚類】

サンゴ礁モニタリング結果
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4 調査中の様子・その他

2022/7/4 もぐりんポイント

総勢9名のダイバーで実施

水深10ｍの礁斜面の様子

調査データを記入する様子

真栄田岬（青の洞窟）から近い海域

船からのエントリーのみで使用頻度は少ない

水深3mのサンゴと魚
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恩納村サンゴ礁モニタリング調査実施業務 報告書

4 調査中の様子・その他

202211/17万座ドリームホール

総勢7名のダイバーで実施

リーフチェック当日の午後は

データ入力作業を行います

12/27 安部先生とZoomを利用してリーフチェッ

クの報告・検証・分析を実施している様子

多くのサンゴは夏の高水温によ

る白化の影響はなし（写真は例外）

水深3mのサンゴと魚 水深10mのサンゴ
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恩納村サンゴ礁モニタリング調査実施業務 報告書

• 沖縄島周辺のサンゴ礁は1998年の大規模白化現
象のため長くサンゴ礁の健康度が悪い状態が続
いていた。1998年、2005年などの恩納村のリー
フチェックの結果からも伺うことができ、また
平成 21 年度 サンゴ礁資源情報整備事業サンゴ
礁資源調査事業において沖縄島周辺のサンゴ礁
の被度は平均10％以下という結果だったことか
らも伺える。

• 2020年7月より実施しているもぐりんでは今年7
月まで順調な回復が見られ、3mラインでは前年
比11.3%増加、10mラインでは11.8％増加した
（3mライン61.9%、10mライン58.1%）

リーフチェックの結果については、「リーフ

チェックチームリーダー・チーム科学者養成講

座」の講師を努めて頂いた安部真理子氏（公益

財団法人日本自然保護協会・リーフチェック

コーディネーター）に、以前の結果や周辺海域

との比較をふまえての分析コメントを頂いた。

• 一方、万座ドリームホールでは3mラインで前年
より5.3％、10mラインで10.6%減少するという結
果となった（3mライン61%、10mライン40.6%）

• サンゴ礁の健康度と大きく関係するチョウ チョウ
ウオやブダイなどの魚類、無脊椎動物のシャコガ
イなどが多く記録された。とりわけ多かったのが
シャコガイで、もぐりんでは3mラインにて154個
体が記録された。

• 昨年夏は沖縄島周辺の海水温が高い状態が長く続
いた。もぐりんの調査はサンゴの白化が始まる前
に実施できたが、万座ドリームホールの調査は秋
に実施したので結果に出たものと思われる。

• 万座ドリームホールではチャツボボヤが多く記録
され、もぐりんではNIA（海藻）が多い場所があ
ることが確認された。これらの現象とサンゴ礁の
健康度は科学的に解明されていない側面も多い。
今後も変遷を捉えていくことが必要である。

• 若干被度が落ちているものの、両ポイントともに
健康度が高い。この良い状態が保たれることを願
う。長期的なモニタリングが重要である。

2023年1月 安部真理子

5 結果の分析-専門家コメント
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2022年報告書

2023年1月作成

一般社団法人恩納村マリンレジャー協会

池野 正一
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